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　今年４月、熊本地方を震源とする震度７の地震
が２度発生しました。マグニチュードは、１４日の
前震が６.５、１６日の本震が７.３でした。
■地震の概要
　▽人的被害（５月２０日時点）
　　死者４９人、重軽傷者１,６７６人
　▽住宅被害（５月２０日時点）
　　全壊４,６２０棟、半壊および一部損壊６９,４０８棟
　▽避難所の状況（最大値・４月１８日時点）
　熊本県７２３カ所で１１０,８１６人　大分県２４２カ所で８４２人

　　福岡県３２カ所で１１７人　長崎県２１カ所で２９５人
■思い込みにとらわれないで
　当初、本震と発表された「１４日の地震（前震）」
の後、その１６倍ものエネルギーを持つ「１６日の地
震（本震）」が発生しました。前震により被害を
受けた建物などで復旧作業などに当たっていた方
が、２度目の地震（本震）で、倒壊に巻き込まれ
るケースが続発しました。大きな地震が続いて発
生することもあります。時間の経過とともに地震
が収束していくという思い込みを捨て、壊れかけ
の建物に近づかないよう注意しましょう。
■エコノミークラス症候群
　１,０００回を超える余震の発生や建物倒壊に対する
不安により避難所は人であふれ、車中で生活する
人たちが多くいました。狭い場所で膝を曲げて眠
るなど、長時間同じ姿勢を続けると、静脈に血栓
ができる「エコノミークラス症候群」のリスクが
高まります。予防のために、長時間同じ姿勢を続
けることを避け、歩くなど時々軽い運動をしま
しょう。また、こまめな水分摂取も忘れないよう
にしましょう。

▽「エコノミークラス症候群」予防のための足の運動

■日常の備えを万全に
　自分だけが助かれば良いと考えている人はいな
いはずです。家族はもちろん、近くに住む友人や
知人などに万一のことがあれば、助けたいと思う
はずです。
　非常持出品の準備、家具転倒防止、住宅耐震化
などの「自助」の備えで自らの命を守れば、人を
助ける側にまわることができ、その後の「共助」
につながります。普段から自らの命を守る準備の
できている地域、いざという時に助ける側の人が
多い地域は、防災に強い地域と言えます。
　熊本地震は決して人ごとではありません。今回
の教訓をいかし、一人一人が防災意識の向上に努
めましょう。
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